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一
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β

営
β

ａ

∽
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β
∽
主

∞
ｏ
口

夷
富

ｏ
中
騎

』
Ｆ
お

盛
①

∽
Ｅ
ｏ
β

　
“
【
ｏ
ａ

中
”
ψ

中
口

Ｆ

ｏ
Ｅ
‥
Ｐ
゛
口

・

μく
ｏィ
　
の
際
ヽ

⑮
④
　
平
凡
社

『書
道
全
集
』
第
四
巻
中
国

。
東
晋
に
よ
る
。

①
　
平
九
社

『書
道
全
集
』
第
二
巻
中
国

。
三
国
、
西
晋
、
十
六
国
に
よ
る
。

⑬
　
同
じ
く
平
凡
社

『書
道
全
集
』
第
四
巻
に
収
め
る
癸
宝
子
碑
の

「
太
享
四
年

（
四

〇
五
）
歳
在
乙
巳
四
月
上
掏
立
」
、　
楊
陽
神
道
碑
の

「
隆
安
三
年

（
二
九
九
）
歳
在

己
亥
十
月
十

一
日
立
」
は
い
ず
れ
も
文
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
昭
和
五
十
四
年
十
二
月

一
日
に
行
な
わ
れ
た
木
簡
学
会
第

一
回
研
究
集
会
で

発
表
し
た
も
の
に
若
千
の
補
筆
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

木

簡

研

究

創
刊
号

創
刊

の
辞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
俊
男

一
九
七
八
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
官
跡
　
藤
原
官
跡
　
紀
寺
跡
　
長
岡
官

・
京
跡
　
平

安
京
西
市
跡
　
平
安
京
左
京
八
条
三
坊
跡
　
士
四
田
南
遺
跡
　
下
郡

遺
跡
　
小
判
田
遺
跡
　
城
山
遺
跡
　
伊
場
遺
跡
　
一
一之
官
遺
跡

御
子
ケ
谷
遺
跡
　
平
形
遺
跡
　
城
輸
柵
遺
跡
　
堂
の
前
遺
跡
　
秋

田
戎
跡
　
草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
尾
道
市
街
地
遺
跡
　
長
門
国
府
周

辺
遺
跡
　
一二
宅
廃
寺

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡
い

柚
井
遺
跡
　
払
田
柵
跡
　
平
城
宮
跡

（第
五
次
・
第
七
次
）

正
倉

院
伝
世
の
木
簡

中
国
簡
陣
研
究
の
現
状

東
北
地
方
出
上
の
木
簡
に
つ
い
て

長
岡
京
木
簡
と
太
政
官
厨
家

藤
原
宮
跡
出
上
の
官
奴
搾
関
係
木
簡
に
つ
い
て

記
念
講
演

（Ｍ
・
ロ
ー
ウ
じ

要
旨

木
簡
第

一
号
発
見
の
こ
ろ

（田
中
琢
）

彙
報

頒
価
　
一二
〇
〇
〇
円
　
一Ｔ
四
〇
〇
円

鬼 今 平 大
頭 泉 川 庭

清 隆
粥 雄 南 脩


